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企画に当たって

識者に問う

近年、ASEAN経済は急成長を遂げ、
日・ASEANのパートナーシップの再構築が急務となっている。
これからの日・ASEAＮの協力のあり方を探った。



わたしの構想―No. 73　2024. 8

日本と ASEAN の協力の歴史は長

い。昨年は友好協力 50 周年を祝賀

する特別首脳会議が開催された。し

かし近年、ASEAN経済は急成長を

遂げ、また国際環境は大きく変化し

ており、日・ASEANのパートナー

シップの再構築が急務となっている。

これからの日・ASEANの協力関係

はどのようなものであるべきか。

その具体的ビジョンを描くべく、各

分野の第一線の識者にお話を伺った。

日・ASEAN、
21世紀の
パートナーシップへ



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
二
一
世
紀
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ

―
友
好
協
力
五
〇
周
年
の
先
を
共
に
創
る

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

東 

和
浩

昨
年
（
二
〇
二
三
年
）
は
「
日
本
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
友
好
協
力
五
〇
周
年
」
の
節
目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
ア

ジ
ア
に
お
け
る
「
法
に
基
づ
く
秩
序
」
が
、
力
に
よ
る
現
状
変
更
へ
の
懸
念
に
よ
り
強
い
揺
さ
ぶ
り
を
受
け
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
取

り
巻
く
国
際
社
会
が
大
き
な
変
動
期
に
あ
る
と
い
う
点
で
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
中
立
と
均
衡

を
も
っ
て
自
律
性
を
確
保
し
、
地
域
の
安
定
と
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
強し

た
たか
に
享
受
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
巨
大
な
経

済
圏
を
形
成
し
、
国
際
的
な
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
米
国
・
中
国
の
対
立
や
イ
ン
ド
の
急
成
長
が
ア
ジ

ア
を
主
な
舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
る
中
で
、
国
際
社
会
の
不
安
定
さ
や
大
国
間
の
対
立
構
造
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
内
部
の
安
全
保
障
や
地
域

秩
序
に
影
響
を
与
え
、
か
つ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
動
向
が
大
国
間
関
係
や
国
際
秩
序
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

果
た
し
て
日
本
は
、
政
治
的
・
経
済
的
な
不
安
定
さ
を
内
包
し
つ
つ
も
急
成
長
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
現
状
を
、
正
確
に
認
識
で
き
て
い

る
の
か
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
日
本
に
と
っ
て
戦
後
賠
償
や
経
済
技
術
援
助
の
発
端
と
な
っ
た
地
域
で
あ
り
、
日
本
企
業
の
進
出
も
活
発
に

行
わ
れ
て
き
た
、い
わ
ば
「
旧
知
の
仲
」
と
も
い
え
る
存
在
だ
。
交
流
の
蓄
積
が
あ
る
が
故
に
、日
本
は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政

府
開
発
援
助
）
の
対
象
先
」「
大
国
に
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
る
国
々
」
と
い
う
旧
来
的
な
観
点
か
ら
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

友
好
協
力
五
〇
周
年
を
迎
え
、
こ
の
先
の
交
流
樹
立
一
〇
〇
年
を
見
据
え
る
い
ま
こ
そ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
、
課
題
解
決
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
日
本
の
認
識
を
変
え
る
好
機
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
客
観
的
に
把
握
し
、
意
識
や

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
新
た
な
形
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
国
際
社
会
に
お
け
る
ア
ジ
ア
の
地
位
向
上
、
世
界
の
課
題
解
決
へ
の
貢

献
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
再
浮
上
を
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
共
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

本
号
で
は
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
を
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
さ
せ
る
た
め
、
今
後
の
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
あ
り
方
、
新
た
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
に
向
け
た
課
題
の
解
決
で
、
日
本
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
五
人
の
識
者
に
伺
っ
た
。

イ
ン
ド
太
平
洋
を
含
め
た
信
頼
醸
成
の
形
成

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
抱
え
る
課
題
は
、
も
は
や
既
存
の
支
援
体
制
で
は
対
処
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
今
後
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
を
い
か
に
図
る
べ
き
か
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
本
政
府
代
表
部
の
紀
谷
昌
彦
大
使
は
、
地
政
学
的
要
衝
か
つ
重
層
的
な
地
域
協
力
の
ハ
ブ
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
課
題

は
、
地
域
の
平
和
と
安
定
を
い
か
に
維
持
す
る
か
だ
と
指
摘
す
る
。
国
際
秩
序
の
変
動
に
対
し
大
国
と
の
対
話
を
も
っ
て
対
処
す
る
た
め

に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
打
ち
出
し
た
「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
関
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
へ
の
支
援
を
軸
に
、
日
本
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
「
真
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
位
置
付
け
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
信
頼
関
係
や
解
決
策
を
イ
ン
ド
太
平
洋

地
域
、
さ
ら
に
世
界
へ
広
げ
ら
れ
る
う
え
、
政
治
や
安
全
保
障
面
で
信
頼
の
醸
成
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

急
成
長
を
続
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
で
、
日
本
は
他
国
の
進
出
に
比
し
て
後
れ
を
と
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
「
二
一
世
紀
の
パ
ー
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KEY
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日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
連
携
、
技
術
力
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、Look Southeast

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
人
権
問
題
を
避
け
て
き
た
日
本
が
、
現
実
的
な
解
決
策
を
提
供
で
き
る
好
機
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
日
本
政
府
・

企
業
が
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
政
府
・
企
業
と
と
も
に
人
権
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
、
日
本
企
業
を
も
利
す
る
こ
と
に
な
る
と
主
張

す
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
学
ぶ
姿
勢
で
、
大
西
洋
と
イ
ン
ド
太
平
洋
の
橋
渡
し
を

識
者
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
は
課
題
に
よ
っ
て
異
な
る
。
し
か
し
、
い

ず
れ
の
課
題
で
あ
っ
て
も
、
カ
ギ
を
握
る
の
は
い
ま
だ
に
日
本
の
技
術
力
だ
。「
失
わ
れ
た
三
〇
年
」
を
経
て
一
部
に
翳か

げ

り
も
見
え
る
日

本
の
技
術
力
だ
が
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
続
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
熱
量
に
学
ぶ
姿
勢
を
持
ち
、
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
技
術
開

発
に
磨
き
を
か
け
、
政
治
・
経
済
面
で
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
約
四
〇
年
前
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
が
提

言
し
た
「Look East

」
は
、
時
を
経
て
、
日
本
が
「Look Southeast

」
と
い
う
べ
き
時
代
に
な
っ
た
。
日
本
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、

Ｇ
７
が
代
表
す
る
「
大
西
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
核
と
す
る
「
イ
ン
ド
太
平
洋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
の
橋
渡
し
役
に
な
る

こ
と
で
は
な
い
か
。

東 

和
浩
（
ひ
が
し
・
か
ず
ひ
ろ
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
株
式
会
社
り
そ
な
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
シ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
。
取
締
役
会
長
兼

代
表
取
締
役
社
長
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
六
月
よ
り
現
職
。

ト
ナ
ー
」
に
な
れ
る
よ
う
、
両
者
が
対
等
な
関
係
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
指
摘
す
る
の
は
、
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研

究
セ
ン
タ
ー
事
務
総
長
の
渡
辺
哲
也
氏
だ
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
日
本
は
い
ま
も
信
頼
で
き
る
国
で
あ
る
が
、
投
資
の
主
力
で
あ
る

「
二
一
世
紀
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
が
米
・
中
と
な
っ
た
い
ま
、
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
を
「
二
一
世
紀
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
る
に
は
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
活
力
と
日
本
の
経
験
が
補
完
で
き
る
関
係
構
築
の
ほ
か
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
。

脱
炭
素
、
ス
タ
ー
ア
ッ
プ
、
人
権
の
三
分
野
で
連
携
す
る

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
そ
れ
は
、
日
本

―
特
に
企
業

―
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
の
課
題
解
決
に
、
対
等
な
立
場
で
協
力
す

る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、「
脱
炭
素
」
の
分
野
で
は
日
本
の
技
術
力
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
、
一
部

の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
で
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
勢
い
が
顕
著
だ
。
他
方
、
人
権
問
題
へ
の
懸
念
が
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
対
し
、
日
本
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
か
。
各
分
野
の
専
門
家
に
聞
い
た
。

国
際
環
境
経
済
研
究
所
理
事
・
主
席
研
究
員
の
竹
内
純
子
氏
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
特
有
の
地
理
的
環
境
や
開
発
状
況
に
基
づ
い
た
日
・

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
型
の
脱
炭
素
政
策
の
推
進
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
が
先
導
す
る
水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
っ
た
脱
炭
素
の
火
力
発
電
で
は
日

本
の
技
術
力
が
期
待
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
管
理
や
資
源
確
保
を
ア
ジ
ア
域
内
全
体
で
捉
え
る
こ
と
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

ま
た
、
経
済
成
長
や
人
口
増
大
を
背
景
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資
を
集
め
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ブ
と
し
て
の
側

面
も
持
つ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
に
携
わ
る
町
井
健
太
郎
氏
は
、
秀
で
た
技
術
を
持
つ
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
が
不
足
す

る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
現
地
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
日
本
企
業
と
の
連
携
に
期
待
す
る
声
も
多
い
と
述
べ
る
。

他
方
、
現
地
に
進
出
す
る
日
本
企
業
に
対
し
、
企
業
活
動
に
よ
る
人
権
へ
の
影
響
を
特
定
す
べ
き
と
す
る
の
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」

の
分
野
で
提
言
を
行
う
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
の
山
田
美
和
氏
だ
。「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
の
観
点
が
各
国
に
浸
透
し
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が

共
通
し
て
直
面
し
て
い
る

課
題
は
何
か
。

こ
れ
か
ら
の
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。

日・ASEANのパートナーシップで
世界の課題解決を

ASEAN日本政府代表部 大使紀谷昌彦

インド太平洋地域の平和と安定、AOIP、真に対等なパートナー

「ビジネスと人権」のアプローチで、
人権課題の改善に協力を

日本貿易振興機構アジア経済研究所新領域研究センター
上席主任調査研究員山田美和

人権課題の改善、企業の責任、現実的な解決策

脱炭素とデジタル経済で協力、
若い世代のネットワーク作りを

東アジア・アセアン経済研究センター 事務総長渡辺哲也

二一世紀のパートナー、日本の技術・経験、次世代リーダーの育成

アジアのマーケット全体を視野にいれた、
脱炭素政策を進める

NPO法人国際環境経済研究所 理事・主席研究員竹内純子

気候変動問題、アジア型の脱炭素政策、日本の技術で貢献

東アジア・アセアン経済研究センター スタートアップ・
エコシステム担当マネージャー（日本貿易振興機構から出向）町井健太郎

成長するインドネシアのスタートアップと
日本企業の連携の可能性

スタートアップ隆盛、ディープテック、日本企業の連携

インタビュー実施：2024 年 6 月～ 7 月
聞き手：鈴木日菜子（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

世
界
の
課
題
解
決
を

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
や
中
東
で
の
緊
張
の
高
ま
り
な
ど
、
法
の
支
配
に
基
づ
く
自
由
で
開

か
れ
た
国
際
秩
序
は
重
大
な
挑
戦
を
受
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
動
期
に
あ
っ
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、

日
本
に
と
っ
て
三
つ
の
意
義
を
持
つ
。
ま
ず
、
こ
の
地
域
が
イ
ン
ド
太
平
洋
の
地
政
学
的
要
衝
で
あ
り
、
力

に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
を
抑
止
す
る
上
で
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
次
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
地
域
は
日
本
の
製
造
業
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
試
す
格
好
の
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
日
本
を
含
む
域
内
諸
国
が
形
成
す
る
重
層
的
な
地
域
協

力
の
中
軸
（
ハ
ブ
）
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
だ
（
注
）。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
の
大
き
な
課
題
は
、
厳
し
い
地
政
学
的
状
況
の
下
で
、
地
域
の
平
和
と
安
定
を
い

か
に
維
持
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
二
〇
一
九
年
に
「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
関
す
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ア
ウ
ト
ル
ッ
ク
（
Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
を
首
脳
レ
ベ
ル
で
表
明
し
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
中
心
性
を
掲
げ
つ
つ
、

開
放
性
、
透
明
性
、
包
摂
性
、
ル
ー
ル
に
基
づ
く
枠
組
み
、
国
際
法
の
尊
重
な
ど
の
原
則
の
も
と
で
、
海
洋

協
力
、
連
結
性
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
経
済
な
ど
の
協
力
を
推
進
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
日
本
は
こ
の
方
針
へ

の
支
持
を
最
初
に
首
脳
声
明
で
表
明
し
、
印
・
豪
・
米
・
韓
・
Ｎ
Ｚ
な
ど
各
国
が
続
い
た
。
中
国
も
、
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
の
根
気
強
い
働
き
掛
け
に
よ
り
支
持
を
表
明
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
主
導
の
枠
組
み
を
強
化
す
る
こ
と

は
、
地
域
の
平
和
と
安
定
に
と
っ
て
重
要
だ
。

日
本
は
、
旧
来
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
像
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
デ
ジ
タ
ル
化
も

急
速
に
進
み
、
多
様
性
の
尊
重
や
多
文
化
の
共
生
な
ど
日
本
よ
り
先
行
し
て
い
る
面
も
多
い
。
か
つ
て
は
日

本
の
方
が
経
済
的
に
豊
か
で
、「
支
援
す
る
側
・
さ
れ
る
側
」
と
い
う
関
係
だ
っ
た
が
、
近
年
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
の
経
済
発
展
が
目
覚
ま
し
く
、
関
係
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
今
や
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
地
域
と
世

界
の
経
済
・
社
会
課
題
の
解
決
に
共
に
取
り
組
む
「
真
に
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
」
で
あ
る
。

Ａ
Ｏ
Ｉ
Ｐ
の
考
え
方
は
、
二
〇
一
六
年
に
日
本
が
打
ち
出
し
た
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋
（
Ｆ

Ｏ
Ｉ
Ｐ
）」
と
本
質
的
な
原
則
を
共
有
し
て
い
る
。
信
頼
と
共
創
を
基
礎
と
す
る
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
協
力
は
、

両
者
の
中
で
閉
じ
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
信
頼
関
係
や
解
決
策
を
、
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
、

さ
ら
に
世
界
へ
と
広
げ
て
い
け
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
持
て
る
力
を
世
界
の
課
題
解
決
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

政
治
や
安
全
保
障
面
で
の
信
頼
醸
成
に
も
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
日
本
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。

 外
交
官
。
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
一
九
八
七
年
外
務
省
入
省
。
外
務
本
省
、
在
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
米
国
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ベ
ル

ギ
ー
の
各
日
本
大
使
館
で
勤
務
し
、
防
衛
省
に
二
回
出
向
。
駐
南
ス
ー
ダ
ン
大
使
、
外
務
省
中
東
ア
フ
リ
カ
局
ア
フ
リ
カ
部
兼
国
際
協
力

局
参
事
官
、
在
シ
ド
ニ
ー
総
領
事
等
を
経
て
、
二
〇
二
二
年
よ
り
現
職
。
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
五
〇
周
年
関
連
事
業
等
を
担
当
。
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
本
政
府
代
表
部
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加
盟
国
お
よ
び
パ
ー
ト
ナ
ー
国
・
機
関
と
の
外
交
拠
点
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
本
部
・
事

務
局
の
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
所
在
。

紀
谷
昌
彦
（
き
や
・
ま
さ
ひ
こ
）

（
注
） 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
（
日
中
韓
）、
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
協
定
、
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）、

拡
大
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
防
相
会
議
（
Ａ
Ｄ
Ｍ
Ｍ
プ
ラ
ス
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
等
。

『外交』Vol. 82, 2023年 11・12月号
特集：躍動する ASEANそして日本

外務省

紀
谷
昌
彦

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
本
政
府
代
表
部

大
使

ロ
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

脱
炭
素
と
デ
ジ
タ
ル
経
済
で
協
力
、

若
い
世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を

渡
辺
哲
也

東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー

事
務
総
長

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
世
界
の
経
済
成
長
を
け
ん
引
し
、
若
い
人
口
構
成
、
勃
興
す
る
中
間
層
に
支
え
ら
れ
、

毎
年
五
～
六
％
で
成
長
し
て
い
る
。
米
中
対
立
の
中
、
こ
れ
ま
で
中
国
に
向
か
っ
て
い
た
半
導
体
・

デ
ジ
タ
ル
分
野
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
投
資
は
東
南
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト
し
、
地
政
学
的
に
も
重
要
な
地
域
に
な

っ
た
。
日
本
は
こ
れ
ま
で
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
や
製
造
業
の
投
資
・
貿
易
を
通
じ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の

発
展
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
今
で
は
米
・
中
・
印
・
欧
・
英
・
豪
な
ど
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
関
係
強
化
に
乗

り
出
し
、
競
争
は
激
化
し
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
人
々
の
意
識
調
査
で
は
、
日
本
は
引
き
続
き
信
頼
で
き

る
が
「
二
〇
世
紀
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
見
ら
れ
て
い
る
。「
二
一
世
紀
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
は
中
国
と
米
国
だ
。

日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
「
二
一
世
紀
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
両

者
が
対
等
な
関
係
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
の
五
〇
年
間
の
友
好
協
力
で
培
っ
て
き
た
信
頼
を
ベ

ー
ス
に
共
に
課
題
解
決
（Co-Creation
）
に
取
り
組
み
、
か
つ
、
迅
速
に
実
行
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
経
済
成
長
の
礎
と
な
る
「
脱
炭
素
の
推
進
」
と
「
セ
キ
ュ
ア
な
デ
ー
タ
経
済
の
構
築
」
と

い
う
二
つ
の
課
題
に
、
日
本
の
持
つ
技
術
・
経
験
を
生
か
し
て
官
民
で
協
力
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
脱
炭
素

A分
野
で
は
、
カ
ー
ボ
ン
取
引
制
度
の
構
築
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
グ
リ
ッ
ド
構
築
、
グ
リ
ー
ン
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
仕
組
み
作
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
・
交
通
で
の
脱
炭
素
化
な
ど
、
こ
の
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の

推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
で
、
日
本
が
提
唱
し
た
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｃ
（Asia Zero Em

ission Com
m

unity

）

構
想
に
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。
デ
ジ
タ
ル
分
野
で
は
、
Ａ
Ｉ
な
ど
最
新
技
術
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
促
進
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
ル
ー
ル

作
り
に
協
働
す
る
。
日
本
が
提
唱
し
た
Ｄ
Ｆ
Ｆ
Ｔ
（Data Free Flow with Trust

）
は
大
き
な
指
針
に
な
る
。

一
方
、
脱
炭
素
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実
装
に
は
相
当
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
資
金
調
達
を
民
間
金
融
機
関

の
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
み
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
民
間
投
資
の
呼
び
水
と
な
る
よ
う
に
公
的
融
資
を
活
用
す
る

ほ
か
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
域
内
の
貯
蓄
を
投
資
に
活
用
す
る
枠
組
み
を
共
に
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

戦
後
の
日
本
が
築
い
て
き
た
成
熟
社
会
や
制
度
作
り
の
知
恵
は
、
今
後
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
経
済
発
展
に
と

っ
て
有
用
な
知
見
だ
。
伸
び
ゆ
く
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
活
力
と
日
本
の
成
熟
社
会
の
経
験
が
補
完
で
き
る
よ
う
な

関
係
を
作
っ
て
い
く
。
近
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
若
者
の
留
学
先
と
し
て
欧
米
諸
国
が
選
ば
れ
、
日
本
と
交
流

の
あ
る
人
材
が
減
少
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
つ
な
ぐ
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
も
急
務
だ
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
信
頼
の
絆
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 一
九
八
七
年
東
京
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
通
商
産
業
省
（
現
・
経
済
産
業
省
）
入
省
。
経
済
産
業
省
通
商
機
構
部
長
、
内
閣
官
房
Ｔ
Ｐ
Ｐ

政
府
対
策
本
部
参
事
官
等
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
、
日
米
貿
易
協
定
、
日
英
包
括
的
経
済
連
携
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
改
革
等
通
商
政
策
の
立

案
や
通
商
交
渉
に
携
わ
る
。
経
済
産
業
研
究
所
（
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
）
副
所
長
、
経
済
産
業
大
臣
特
別
顧
問
を
経
て
、
二
〇
二
三
年
七
月
よ
り

現
職
。
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
に
向
け
た
研
究
活
動
や
政
策
提
言
の
実
施
を
目
的
に
、

東
ア
ジ
ア
地
域
一
六
カ
国
の
首
脳
の
合
意
に
基
づ
き
、
二
〇
〇
八
年
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
設
立
さ
れ
た
国
際
機
関
。

渡
辺
哲
也
（
わ
た
な
べ
・
て
つ
や
）

白石隆〔2000〕

海の帝国
アジアをどう考えるか

中公新書
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

ア
ジ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
を
視
野
に
い
れ
た
、

脱
炭
素
政
策
を
進
め
る

竹
内
純
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

国
際
環
境
経
済
研
究
所

理
事
・
主
席
研
究
員

候
変
動
問
題
は
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
電
源
と
す
る
対
応
策
は
欧

州
が
リ
ー
ド
し
て
き
た
が
、
そ
れ
は
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
に
と
っ
て
の
解
決
策
と
は
い
え
な
い
。

欧
州
は
再
エ
ネ
に
適
し
た
土
地
や
気
象
条
件
、
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
上
、
送
電
線
や
ガ
ス
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
等
で
域
内
が
つ
な
が
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
融
通
す
る
仕
組
み
も
構
築
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
ア
ジ
ア

は
、
再
エ
ネ
に
活
用
し
う
る
土
地
が
限
ら
れ
、
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
で
日
照
や
風
況
が
安
定
せ
ず
、
他
国
と
連

携
す
る
イ
ン
フ
ラ
も
乏
し
い
。
欧
州
と
同
様
の
戦
略
で
対
処
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
く
、
ア
ジ
ア
型
で
脱

炭
素
に
取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
だ
。

例
え
ば
石
炭
火
力
発
電
は
、
欧
州
で
は
す
で
に
老
朽
化
し
減
価
償
却
を
終
え
た
も
の
が
多
い
が
、
ア
ジ
ア

で
は
新
設
し
た
ば
か
り
の
施
設
が
多
く
、
安
定
的
な
電
力
供
給
の
た
め
に
も
、
す
ぐ
に
廃
止
す
る
の
は
難
し

い
。
日
本
が
先
端
を
い
く
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
っ
た
火
力
発
電
の
低
炭
素
化
、
脱
炭
素
化
は
、
ア
ジ

ア
に
貢
献
で
き
る
技
術
開
発
だ
。
課
題
は
コ
ス
ト
の
低
減
だ
が
、
欧
州
の
「
再
エ
ネ
一
神
教
」
へ
の
対
抗
軸

と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
人
々
も
日
本
が
提
案
す
る
火
力
発
電
の
脱
炭
素
化
に
高
い
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
の
実
効
性
を
高
め
る
上
で
も
、
ア
ジ
ア
全
体
で
の
対
処
が
必
要
だ
。
日
本
の
排
出
量
は
世

界
全
体
の
三
％
程
度
だ
が
、
ア
ジ
ア
の
排
出
量
は
世
界
の
約
六
割
を
占
め
る
。
限
界
削
減
費
用
の
安
価
な
対

策
が
多
く
残
る
国
で
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
進
め
る
ほ
う
が
効
率
が
良
い
。
日
本
が
提
唱
し
た
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト

は
、
制
度
設
計
が
保
守
的
に
な
り
す
ぎ
て
い
る
き
ら
い
も
あ
る
が
、
国
際
交
渉
は
仲
間
づ
く
り
が
重
要
だ
。

ア
ジ
ア
の
パ
ー
ト
ナ
ー
国
も
多
く
、
そ
の
点
で
も
意
義
は
大
き
い
。

石
炭
を
削
減
し
て
い
く
の
に
伴
っ
て
、Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
の
役
割
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
が
、

安
定
的
な
調
達
を
一
国
だ
け
で
確
保
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
カ
ー
ボ
ン
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
掲
げ
た

以
上
、
長
期
的
に
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
も
ゼ
ロ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
移
行
期
間
で
は
安
定
的
に
確
保
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
域
内
で
融
通
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
長
期
契
約
を
締
結
し
や
す
く
な
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
契
約
に

は
輸
入
国
が
転
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
「
仕
向
地
条
項
」
が
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
日
本
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
消
費
量

が
減
少
し
た
場
合
に
は
、
ア
ジ
ア
市
場
な
ど
で
転
売
で
き
る
よ
う
産
ガ
ス
国
に
働
き
か
け
、
長
期
契
約
に
対

す
る
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

を
減
ら
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
洋
上
風
力
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
も
連
携
の
余
地
は
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
全
体
を
視
野
に
日
本
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
連
携
を
深
め
て
い

く
こ
と
で
、
欧
州
型
と
は
異
な
る
「
日
・
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
型
の
脱
炭
素
政
策
」
を
実
現
で
き
る
。
カ
ー
ボ
ン
・

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
す
道
筋
は
多
様
で
あ
り
、
地
域
ご
と
に
探
求
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

気

竹内純子〔2022〕

電力崩壊
戦略なき国家のエネルギー敗戦

日経 BP

専
門
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
政
策
。
二
〇
二
二
年
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
に
て
博
士
（
工
学
）。
一
九
九
四
年
東
京
電
力
入
社
。

尾
瀬
の
自
然
保
護
や
地
球
温
暖
化
な
ど
、
主
に
環
境
部
門
を
経
験
し
、
二
〇
一
二
年
に
現
職
。
地
球
温
暖
化
の
国
際
交
渉
や
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
へ
の
提
言
活
動
等
に
関
与
し
、
国
連
の
気
候
変
動
枠
組
条
約
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）
交
渉
に
も
参
加
。
Ｕ
３
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
合
同

会
社
共
同
代
表
、
東
北
大
学
特
任
教
授
。
著
書
に
『
原
発
は
〝
安
全
〟
か
―
た
っ
た
一
人
の
福
島
事
故
報
告
書
』（
小
学
館
）
な
ど
。

竹
内
純
子
（
た
け
う
ち
・
す
み
こ
）
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

成
長
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と

日
本
企
業
の
連
携
の
可
能
性

町
井
健
太
郎

東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
日
本
貿
易
振
興
機
構
か
ら
出
向
）

動
車
や
バ
イ
ク
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
一
五
分
以
内
に
届
く
冷
蔵
・
冷
凍
食
品
や
生
活
雑

貨
の
デ
リ
バ
リ
ー
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
、
ホ
テ
ル
や
フ
ラ
イ
ト
の
旅
行
手
配
な
ど
、

私
の
駐
在
す
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
生
活
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

国
内
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
重
要
政
策
の
一
つ
で
、「
一
〇
〇
〇
社
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
」
な
ど
複
数
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
政
府
の
支
援
や
高
い
経
済
成
長
、
人
口
二
・
七
億

人
と
い
う
巨
大
な
市
場
規
模
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
一
五
社
の
ユ
ニ
コ
ー
ン
（
評
価
額
一
〇
億
ド
ル
以
上
）

が
誕
生
し
た
。
例
え
ば
、
エ
ビ
養
殖
の
非
効
率
な
生
産
過
程
、
物
流
構
造
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
難
し
さ
と
い
っ
た
社
会
課
題
に
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
多
い
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
投
資
は
過
去
二
年
ほ
ど
減
速
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
二
〇
二
三
年

に
は
八
三
億
米
ド
ル
に
及
ぶ
。
う
ち
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ
一
三
億
米
ド
ル
の
投
資
額

だ
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
投
資
を
支
え
て
い
る
の
は
、
日
本
を
含
む
諸
外
国
の
投
資
家
や
国
内
の
独
立
系
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｖ
Ｃ
）
の
ほ
か
、
財
閥
系
や
国
営
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｖ
Ｃ
（
Ｃ
Ｖ
Ｃ
）
だ
。
財

自閥
系
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
ト
ッ
プ
は
、
主
に
財
閥
の
創
業
三
代
目
で
、
国
際
感
覚
が
豊
か
な
三
〇
～
四
〇
歳
台
で
あ
り
、

投
資
へ
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
軽
い
。
ま
た
、多
く
の
財
閥
系
Ｃ
Ｖ
Ｃ
が
財
閥
本
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
よ
り
も「
リ

タ
ー
ン
重
視
」
に
徹
し
て
い
る
。
中
に
は
、
本
業
へ
の
シ
ナ
ジ
ー
を
狙
っ
た
投
資
は
全
体
の
一
割
だ
と
す
る

財
閥
系
Ｃ
Ｖ
Ｃ
す
ら
あ
る
。
関
連
業
種
へ
の
投
資
で
シ
ナ
ジ
ー
を
狙
う
日
本
の
Ｃ
Ｖ
Ｃ
と
の
大
き
な
違
い
だ
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
課
題
は
、
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
未
成
熟
や
、
秀
で
た
技

術
を
持
っ
た
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
企
業
の
不
足
だ
。
日
本
企
業
と
の
連
携
へ
の
期
待
の
声
も
多
く
聞
か
れ
る
。

最
近
は
、
脱
炭
素
や
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
関
連
の
取
り
組
み
へ
の
関
心
が
高
く
、
ま
た
、
遠
隔
地
や
若
年
層
な
ど

の
未
開
拓
市
場
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
連
携
す
る
事
例
も
見
ら
れ
る
。
二
〇
二
三
年

に
設
立
さ
れ
た
「
Ｅ
―

Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
（ERIA Digital Innovation and Sustainable Econom

y Centre

）」
は
、

デ
ジ
タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
や
、
知
識
・
知
見
の
共
有
、
人
材
育
成
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
。
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
起
業
家
や
、
連
携
を
希
望
す
る
Ｖ
Ｃ
・
大
企
業
を
対
象
に
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
や
知
見
共

有
の
促
進
を
は
か
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
関
連
の

イ
ベ
ン
ト
を
頻
繁
に
開
催
し
て
お
り
、
日
本
企
業
の
皆
さ
ま
に
も
ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

 二
〇
一
三
年
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
入
構
。
企
画
部
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
山
形
、
経
済
産
業
省
通
商
政
策
局
経
済
連
携
課
へ
の

出
向
等
の
後
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ジ
ャ
カ
ル
タ
事
務
所
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
担
当
。
二
〇
二
四
年
か
ら
は
東
ア
ジ
ア
・
ア
セ
ア
ン
経
済
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ａ
）
へ
出
向
し
、
東
南
ア
ジ
ア
全
体
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
新
設
さ
れ
た
Ｅ

―
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
（ERIA Digital Innovation and Sustainable Econom

y Centre

）
に
参
画
。
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
、
日
本
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
財
閥
企
業
と
の
連
携
や
、
財
閥
系
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
日
本
展
開
に
貢
献
。

町
井
健
太
郎
（
ま
ち
い
・
け
ん
た
ろ
う
）

中野貴司・鈴木淳〔2022〕

東南アジア スタートアップ大躍進の秘密
日経プレミアシリーズ
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識
者
に
問
う

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が
共
通
し
て
直
面
し
て
い
る
課
題
は
何
か
。
こ
れ
か
ら
の
日・Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊 「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

人
権
課
題
の
改
善
に
協
力
を

山
田
美
和

日
本
貿
易
振
興
機
構

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー

上
席
主
任
調
査
研
究
員

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
人
権
状
況
が
必
ず
し
も
芳
し
く
な
い
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
や
指
標
が
示

す
と
お
り
だ
。
労
働
組
合
活
動
へ
の
圧
迫
、
言
論
・
報
道
の
弾
圧
、
人
権
擁
護
活
動
者
へ
の
暴
力
な

ど
の
問
題
が
あ
り
、
労
働
法
制
や
社
会
制
度
も
不
十
分
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
欧
米
は
人
権
の

普
遍
性
を
掲
げ
、
人
権
侵
害
に
は
制
裁
を
科
す
と
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
っ
て
き
て
い
る
が
、
日
本
政
府

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
内
政
不
干
渉
の
原
則
を
自
ら
の
弁
明
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
人
権
問
題
を
外
交
の
議
題
に
し

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
の
分
野
で
日
本
の
関
与
を
強
め
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」

と
い
う
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
こ
れ
は
、二
〇
一
一
年
に
国
連
人
権
理
事
会
が
全
会
一
致
で
承
認
し
た
「
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
人
権
保
護
義
務
に
加
え
、
企
業

に
も
人
権
を
尊
重
す
る
責
任
が
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
人
権
が
保
障
さ
れ
て
い

る
国
で
事
業
を
行
う
方
が
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
透
明
性
を
確
保
で
き
、
労
働
者
や
住
民
と
の
紛
争
も
減
り
、

事
業
の
予
見
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
。
当
初
、
指
導
原
則
に
消
極
的
だ
っ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
も
、

今
で
は
、
外
国
か
ら
の
投
資
を
呼
び
込
む
た
め
に
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
行
動
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、

積
極
的
な
取
り
組
み
を
始
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
こ
れ
ま
で
人
権
問
題
を
避
け
て
き
た
日
本
に
と

っ
て
好
機
と
考
え
る
べ
き
だ
。
日
本
政
府
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
取
り
組
み
に
、
支
援
を
し
な
が
ら
協
力
す

る
こ
と
で
、
現
実
的
な
解
決
策
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
価
値
は
、
政
府
、
企
業
、
市
民
社
会
組
織
、
投
資
家

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
を
同
じ
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
て
い
け
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
企
業
は
、
自
社
の

雇
用
者
や
地
域
住
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
と
も
に
、事
業
の
実
態
に
沿
っ
た
丁
寧
な
対
話
を
行
い
、責
任
あ
る
投
資
、

責
任
あ
る
企
業
活
動
を
通
じ
て
、
人
権
尊
重
の
取
り
組
み
を
深
化
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

企
業
が
特
定
す
べ
き
は
、
企
業
活
動
が
関
係
す
る
人
々
の
権
利
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
て
い
る
か
で
あ

る
。
そ
れ
は「
人
権
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」の
実
施
を
企
業
に
強
制
す
る
だ
け
で
は
分
か
る
は
ず
も
な
い
。

日
本
政
府
お
よ
び
日
本
企
業
が
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
各
国
の
政
府
・
企
業
が
人
権
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
、
同
地
域
に
進
出
す
る
日
本
企
業
を
も
利
す
る
」
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
で
各
国
政
府
や
企
業
な
ど
の
関
係

者
と
向
き
合
い
、
協
力
し
て
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
け
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
人
権
課
題
の
改
善
、
解
決
に

結
び
つ
き
、
日
本
企
業
と
し
て
も
、
き
ち
ん
と
人
権
尊
重
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

 専
門
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」。
法
律
事
務
所
で
の
実
務
を
経
て
、
一
九
九
八
年
日
本
貿
易
振
興
機
構
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
入
所
。

二
〇
〇
八
―
二
〇
一
〇
年
タ
イ
の
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
客
員
研
究
員
と
し
て
移
民
労
働
者
政
策
を
研
究
。
帰
国
後
、
法
・
制
度
研
究
グ
ル
ー

プ
長
、
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
経
て
、
こ
の
七
月
よ
り
現
職
。
二
〇
一
四
年
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
に
つ
い
て
政
策
提
言
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
主
宰
。
公
益
社
団
法
人
二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
で
は
、
持
続
可
能
性
有
識
者
委
員
会
委
員
、
持
続
可
能
な

調
達
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
、
人
権
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員
長
を
務
め
る
。

山
田
美
和
（
や
ま
だ
・
み
わ
）

John Gerard Ruggie〔2013〕

JUST BUSINESS
Multinational Corporations and Human Rights

W.W.Norton&Company, New York/London

ジョン・ジェラルド・ラギー〔2014〕
『正しいビジネス―世界が取り組む「多国籍企業と人権」の課題』東澤靖 訳、岩波書店
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データで 見る パートナーシップへ
日・ASEAN、21世紀の

日本と ASEAN の交流年表ASEAN の電源別発電量（Electricity generation by source）

ASEAN 主要 6 か国への VC 投資額と投資件数の各国シェア（2023 年）

出所）IEA�Energy�Statistics�Data�Browser�（Dec�2023）より、NIRA作成

注）ベンチャーキャピタルによるエクイティ投資が対象。
出所）Deal�Street�Asia�「Singapore�Venture�Funding�Landscape�2023�Full�Year�Report」

出所）外務省パンフレット「日本とASEAN」（2023年 3月改定）等を参考に、NIRA作成

注）日・米・中は自国通貨建、ASEANは米ドル建。2023年GDPは予測値（ASEANは東ティモールを含む）、ただし中国は実績値。
出所）日・米・中：OECD　ASEAN：2022年までASEANstats、2023 年は Asian�Development�Outlook,�April�2024

実質 GDP 成長率
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1967 年 バンコク宣言によりASEAN�設立（当初加盟国：タイ、インドネシア、シンガポール、フィ
リピン、マレーシア）

1973 年「日ASEAN合成ゴムフォーラム」開催（合成ゴムの貿易摩擦解消のため）。➡ 日・ASEAN
関係の起点となる

1977 年 初の日ASEAN首脳会議が開催。福田赳夫総理（当時）が「福田ドクトリン」を表明。後の外
交原則に ➡ 日本は軍事大国にならず、ASEAN と「心と心の触れあう」関係を構築、日本と
ASEAN は対等なパートナー

1997 年 ASEAN首脳会議で「ASEANビジョン 2020」を採決（域内協力の目標として、2020 年ま
での展望を示す）

1999 年 ASEAN加盟国が 10か国となる（ブルネイ、ベトナム、ミャンマー、ラオス、カンボジア）
2007 年 ASEAN首脳会議開催、ASEAN憲章（ASEAN共同体の基本法）に署名。同年発効
2008 年 日ASEAN包括的経済連携（AJCEP）発効
2009 年 ASEAN政府間人権委員会（AICHR）設立
2013 年「日ASEAN友好協力ビジョン・ステートメント」及び同実施計画、地域・地球規模課題に関

する共同声明を採択 ➡ ASEAN の一体性と中心性を支持。互恵的な包括的戦略的パートナー
シップを強化

2017 年 ASEAN設立 50周年
2019 年 インド太平洋に関するASEANアウトルック（AOIP）を採択
2023 年 日本ASEAN友好協力 50周年。日本ASEAN友好協力 50周年特別首脳会議開催

「日ASEAN友好協力に関する共同ビジョン・ステートメント 2023」及び同実施計画を採択
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バイオ燃料廃棄物

太陽光

インドネシア
15.9%

フィリピン
4.1%

シンガポール
63.7%

マレーシア
6.3%

タイ
3.4%

ベトナム
6.6%

タイ
1.6%

フィリピン
2.2%

マレーシア
1.3%

ベトナム
6.1%

インドネシア
15.4%

投資額
83.2 億米ドル

投資件数
820件

シンガポール
73.4%
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